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13
平
成
18年
度
山
梨
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
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五

14
平
成
18年
度
山
梨
県
流
域
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
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15
監
査
委
員
の
意
見

平
成
19年

9月
18日

山
梨
県
知
事
　
横
　
内
　
正
　
明
　
殿

山
梨
県
監
査
委
員
　
野
　
　
田
　
　
金
　
　
男

山
梨
県
監
査
委
員
　
中
　
　
込
　
　
孝
　
　
元

山
梨
県
監
査
委
員
　
清
　
　
水
　
　
武
　
　
則

山
梨
県
監
査
委
員
　
高

野
　
　
　
　
　
剛

平
成
18年

度
山
梨
県
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
意
見
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
233条

第
2項
の
規
定
に
基
づ
き
審
査
に
付
さ
れ
た
平
成
18年

度
山
梨
県
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

平
成
18年

度
歳
入
歳
出
決
算
審
査
意
見
書

第
1
審
　
査
　
の
　
対
　
象

平
成
18年

度
　
　
山
　
梨
　
県
　
一
　
般
　
会
　
計

平
成
18年

度
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
教
育
奨
励
資
金
特
別
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
災
害
救
助
基
金
特
別
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
農
業
改
良
資
金
特
別
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
市
町
村
振
興
資
金
特
別
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
県
税
証
紙
特
別
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
集
中
管
理
特
別
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
特
別
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
特
別
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
流
域
下
水
道
事
業
特
別
会
計

第
2
審
　
査
　
の
　
手
　
続

審
査
に
当
た
っ
て
は
、

1
決
算
の
計
数
は
、
関
係
諸
帳
票
及
び
証
拠
書
類
等
と
符
合
し
正
確
で
あ
る
か

2
予
算
の
執
行
は
、
議
決
の
趣
旨
に
沿
っ
て
適
正
か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か

3
財
務
に
関
す
る
事
務
は
、
財
務
規
則
及
び
関
係
法
令
等
に
適
合
し
て
公
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

二
八

4
財
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
は
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
の
諸
点
に
主
眼
を
お
き
、
決
算
報
告
書
、
諸
帳
票
及
び
証
拠
書
類
等
を
精
査
照
合
す
る
と
と
も
に
、
関
係
職
員
か
ら
概
況
を
聴
取
し
、
併
せ
て
定
例
監
査
及
び
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
を
踏

ま
え
決
算
審
査
を
行
っ
た
。

第
3
審
査
の
結
果
及
び
意
見

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
は
、
関
係
諸
帳
票
、
証
拠
書
類
及
び
指
定
金
融
機
関
等
の
残
高
証
明
書
の
計
数
と
合
致
し
て
お
り
、
ま
た
、
予
算
の
執
行
、
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び
財
産
の
管

理
は
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
留
意
又
は
改
善
す
べ
き
事
項
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
適
切
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

1
一
般
会
計
に
つ
い
て

（
1）
歳
　
入

①
　
歳
入
決
算
額
は
、
4,473億

6,226万
6,327円

で
、
前
年
度
に
比
較
す
る
と
182億

5,564万
3,125円

（
3.9％

）
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
状
況
を
自
主
財
源
と
依
存
財
源
で
み
る
と
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
、
自
主
財
源
が
38.0％

、
依
存
財
源
が
62.0％

と
な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源
の
割
合
は
、
前
年
度
に
比
較
し
て
3.3

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
歳
入
総
額
が
182億

円
余
り
減
少
す
る
中
で
、
自
主
財
源
は
、
83億

7,142万
845円

（
5.2％

）
増
加
し
た
の
に
対
し
、
依
存
財
源
は
、
266億

2,706万
3,970円

（
8.8％

）
の
減
と
大
幅

に
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
県
内
景
気
の
緩
や
か
な
回
復
と
税
源
移
譲
な
ど
に
よ
り
、
県
税
収
入
は
一
定
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
国
庫
支
出
金
や
地
方
交
付
税
は
、
さ
ら
に
減
少
が
見
込
ま
れ
る
状
況
で
あ

る
。県
の
財
政
基
盤
の
安
定
を
図
る
た
め
に
は
、
県
内
経
済
の
活
性
化
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
県
税
を
は
じ
め
と
し
た
自
主
財
源
の
充
実
、
確
保
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

同
時
に
、
地
方
税
財
源
の
充
実
と
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
・
財
源
調
整
両
機
能
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
国
に
要
望
す
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

②
県
債
は
、
前
年
度
に
比
較
し
て
120億

3,190万
円
（
13.3％

）
減
少
し
た
も
の
の
、
県
債
発
行
額
が
県
債
償
還
額
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
残
高
は
8,686億

2,226万
975円

と
年
々
累
増
し
て

い
る
。

県
債
残
高
の
増
加
は
、
後
年
度
の
大
き
な
財
政
負
担
と
な
り
、
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
要
因
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、
県
債
発
行
削
減
計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

③
　
不
納
欠
損
額
は
、
4億
2,655万

4,701円
で
、
前
年
度
に
比
較
す
る
と
、
8,034万

861円
（
23.2％

）
増
加
し
て
い
る
。

不
納
欠
損
処
分
に
当
た
っ
て
は
、
今
後
と
も
実
態
の
把
握
に
努
め
、
適
切
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

④
　
収
入
未
済
額
は
、
47億

9,727万
1,696円

で
前
年
度
に
比
較
す
る
と
1億
6,665万

2,641円
（
3.4％

）
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
県
税
の
収
入
未
済
額
は
、
39億

8,908万
8,679円

で
あ
り
、
そ
の
主
な
も
の
は
個
人
県
民
税
14億

7,846万
539円

、
自
動
車
税
10億

7,628万
6,305円

及
び
不
動
産
取
得
税
7億
8,725

万
9,067円

で
あ
る
。

県
税
以
外
の
収
入
未
済
額
の
主
な
も
の
は
、
県
営
住
宅
使
用
料
3億
9,518万

398円
、
県
税
の
加
算
金
等
4,360万

476円
及
び
児
童
福
祉
費
負
担
金
3,003万

7,972円
で
あ
る
。

収
入
未
済
額
は
、
47億

円
余
と
引
き
続
き
多
額
で
あ
る
。
債
権
の
回
収
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
源
確
保
と
公
平
負
担
の
観
点
か
ら
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
と
も
滞
納
の
実
態
把
握

に
努
め
、
督
促
、
滞
納
処
分
等
法
令
に
基
づ
く
厳
正
な
債
権
管
理
を
行
い
、
収
入
未
済
額
の
解
消
と
新
規
発
生
の
防
止
に
努
力
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
時
効
期
限
が
到
来
し
た
債
権
な
ど
に
つ
い
て
は
、
債
権
管
理
の
効
率
性
や
決
算
に
お
け
る
債
権
の
適
正
な
表
示
を
行
う
意
味
か
ら
、
不
納
欠
損
処
分
の
手
続
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討

す
る
な
ど
、
適
切
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

（
2）
歳
　
出
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梨
県
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三
十
一
日

二
九

①
　
歳
出
決
算
額
は
、
4,380億

5,380万
7,719円

で
、
前
年
度
に
比
較
す
る
と
174億

1,701万
2,985円

（
3.8％

）
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

性
質
別
決
算
状
況
を
み
る
と
、
行
政
経
費
は
2,220億

4,842万
6,971円

で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
34億

1,208万
6,652円

（
1.6％

）
増
加
し
、
構
成
比
も
50.7％

と
前
年
度
よ
り
2.7ポ

イ
ン
ト
増

加
し
て
い
る
。

投
資
的
経
費
は
1,141億

3,336万
3,757円

で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
320億

3,653万
844円

（
21.9％

）
減
少
し
、
構
成
比
も
26.1％

と
前
年
度
よ
り
6ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

公
債
費
は
777億

612万
1,383円

（
公
債
費
か
ら
公
債
費
に
係
る
物
件
費
を
除
い
た
額
）
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
19億

5,010万
2,993円

（
2.6％

）
増
加
し
、
構
成
比
も
17.7％

と
前
年
度
よ
り

1.1ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

②
一
般
会
計
の
実
質
単
年
度
収
支
額
は
、
9億
6,027万

9,969円
の
黒
字
と
な
っ
た
も
の
の
、
未
利
用
県
有
地
売
却
益
20億

円
余
な
ど
臨
時
的
収
入
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
る
。

③
財
政
指
標
（
普
通
会
計
ベ
ー
ス
）
で
見
る
と
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
の
一
つ
で
あ
る
、
経
常
収
支
比
率
は
91.5％

、
公
債
費
負
担
比
率
は
22.6％

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
公

債
費
負
担
比
率
は
0.3ポ

イ
ン
ト
改
善
さ
れ
た
も
の
の
、
経
常
収
支
比
率
は
2.6ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
た
。

ま
た
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
地
方
債
の
元
利
償
還
水
準
を
示
す
指
標
で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
は
、
13.2％

で
あ
り
、
前
年
度
に
比
較
し
て
0.2ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
た
。

経
常
収
支
比
率
の
悪
化
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
退
職
手
当
等
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
長
期
的
に
み
て

も
平
成
3年
度
以
降
悪
化
傾
向
に
あ
る
。

今
後
、
歳
入
面
で
は
国
庫
支
出
金
や
地
方
交
付
税
等
の
減
少
、
歳
出
面
で
は
退
職
手
当
、
介
護
保
険
事
業
費
や
老
人
医
療
費
等
の
義
務
的
経
費
の
増
加
、
土
地
開
発
公
社
な
ど
県
出
資
団
体
の
う

ち
実
質
的
な
債
務
超
過
に
あ
る
団
体
に
対
す
る
債
務
解
消
の
た
め
の
負
担
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
一
段
と
厳
し
い
財
政
状
況
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、「
暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一
」
の
県
づ
く
り
に
向
け
た
新
た
な
県
政
運
営
の
基
本
指
針
と
な
る
最
終
的
な
行
動
計
画
を
早
急
に
策
定
し
、
行
政
経
費
の
削
減
を
図
る
た
め
、
徹
底

し
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
施
策
の
緊
急
性
等
優
先
度
を
十
分
吟
味
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
翌
年
度
繰
越
額
は
、
96事

業
、
311億

1,092万
2,238円

で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
事
業
数
で
は
2事
業
増
加
し
た
も
の
の
、
金
額
で
は
12億

6,772万
4,299円

（
3.9％

）
減
少
し
て
い
る
。
内
訳

は
、
継
続
費
逓
次
繰
越
3事
業
、
32億

2,514万
1,206円

、
繰
越
明
許
費
63事

業
、
255億

8,512万
1,774円

、
事
故
繰
越
し
30事

業
、
23億

65万
9,258円

で
あ
る
。

今
後
と
も
計
画
的
な
事
業
執
行
に
努
め
、
そ
の
抑
制
に
努
力
さ
れ
た
い
。

⑤
不
用
額
は
124億

172万
3,580円

で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
10億

3,047万
4,263円

（
7.7％

）
減
少
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
さ
ら
に
進
め
、
実
態
に
即
し
た
予
算
の
配
分
と
よ
り
効
率
的
な
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑥
平
成
16年

度
、
17年

度
に
前
渡
資
金
の
着
服
事
件
が
相
次
い
で
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
18年

度
を
対
象
と
し
た
今
年
度
の
定
例
監
査
に
お
い
て
、
資
金
前
渡
に
係
る
事
務
処
理
が
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
重
点
的
に
監
査
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
前
渡
資
金
の
精
算
が
著
し
く
遅
延
し
て
い
る
も
の
等
一
部
に
不
適
切
な
事
務
処
理
が
見
受
け
ら
れ
た
。

資
金
前
渡
は
、
限
定
的
な
支
出
の
特
例
方
法
で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
今
後
と
も
、
適
切
な
事
務
の
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

2
特
別
会
計
に
つ
い
て

各
会
計
ご
と
の
収
入
未
済
額
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
総
額
は
60億

8,862万
4,885円

で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
3.8％

増
加
し
て
い
る
。
こ
の
主
な
原
因
は
、
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会

計
に
お
い
て
2億
935万

9,078円
収
入
未
済
額
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

収
入
未
済
額
の
主
な
も
の
は
、
平
成
12年

度
に
発
生
し
た
、
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計
に
係
る
自
己
破
産
し
た
「
味
の
ふ
る
さ
と
協
業
組
合
」
の
55億

2,993万
6,000円

で
あ
る
。

今
後
も
、
債
権
回
収
の
う
え
か
ら
適
切
な
債
権
管
理
を
行
い
、
一
層
収
納
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
長
期
の
収
入
未
済
金
に
つ
い
て
は
、
実
態
に
即
し
、
適
切
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で

あ
る
。
恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計

2,872万
7,099円



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

三
〇

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
四
号

平
成
十
九
年
十
二
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
平
成
十
八
年
度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
の

決
算
及
び
当
該
決
算
に
係
る
監
査
委
員
の
意
見
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

教
育
奨
励
資
金
特
別
会
計

1,584万
4,000円

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計

１
億
2,241万

457円
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計

57億
9,731万

7,518円
農
業
改
良
資
金
特
別
会
計

１
億
2,099万

1,811円
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
特
別
会
計

333万
4,000円

3
財
産
に
つ
い
て

①
　
公
共
事
業
等
に
伴
う
取
得
用
地
の
う
ち
未
登
記
の
も
の
は
、
当
年
度
取
得
分
460筆

余
を
含
め
、
平
成
18年

度
末
累
計
で
4,100筆

を
超
え
て
い
る
。

県
有
財
産
の
適
正
管
理
の
観
点
か
ら
、
未
登
記
の
解
消
に
向
け
、
な
お
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。

②
土
地
、
建
物
の
面
積
や
無
体
財
産
権
に
つ
い
て
、
決
算
報
告
書
の
平
成
18年

度
中
増
減
高
の
中
に
、
公
有
財
産
台
帳
へ
の
登
録
漏
れ
や
誤
り
訂
正
に
伴
う
も
の
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
た
。
今
後
、

適
切
な
財
産
の
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

4
そ
の
他

平
成
14、

15年
度
の
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
は
国
か
ら
直
接
市
町
村
に
交
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
県
の
不
適
切
な
事
務
処
理
に
よ
っ
て
県
民
の
県
政
に
対
す
る
信
頼
を
損
ね

た
こ
と
、
ま
た
市
町
村
の
国
保
財
政
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

今
後
は
更
な
る
事
務
の
改
善
に
努
め
、
業
務
の
適
切
な
執
行
は
も
と
よ
り
、
厳
正
な
事
務
処
理
の
徹
底
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

１
　
決
算
の
認
定
に
係
る
議
会
の
議
決
　
認
定

２
　
山
梨
県
営
電
気
事
業
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３
　
山
梨
県
営
温
泉
事
業
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